
 

 
 

 
                       

第 章    基本的な考え方 
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 １ 計画の体系 
健康かわごえ推進プラン（第２次）は、第３次健康日本２１・川越市計画、第３次川越

市食育推進計画、第２次川越市⻭科⼝腔保健計画を統合して策定し、総合的・⼀体的に取
組を進めることで健康寿命の延伸を目指します。 

 

＜計画の体系＞ 

  健康かわごえ推進プラン 
  

分野別の健康づくり 
  
  
  
  

ライフステージに応じた健康づくり 

関係機関等と連携した健康づくり 

市⺠の健康を⽀えるための環境整備 

市
⺠
が
主
体
の
健
康
づ
く
り 

地
域
で
取
り
組
む 

健
康
づ
く
り 

持
続
で
き
る
健
康
づ
く
り 

育ちの世代 / 学びの世代 / 成⻑の世代 
⾃⽴の世代 / 円熟の世代 / 稔りの世代 / 輝きの世代

健康⽇本２１・川越市計画 

栄養・食⽣活 / ⾝体活動・運動 / ⻭と⼝の健康 
休養・こころの健康 / たばこ / 健康管理

⾷育推進 
計画 

⻭科⼝腔 
保健計画 

家庭、地域、市、健康づくり関係団体等 など 

目指す姿（スローガン） 「ぴんぴんきらり 〜健康寿命⽇本⼀を目指します〜」 
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 ２ 目指す姿（スローガン） 
 
 
 
 
 
本プランでは、全ての市⺠がぴんぴんと健康で、どの世代もキラキラきらりと輝く毎日を過ごせるよ

うに、市⺠の健康づくりを推進します。 
 

関連する指標 

項目 実績値 目標 備考 

健康寿命の延伸 男性 17.55歳 
⼥性 20.08歳 

平均寿命の増加分
を上回る健康寿命
の増加

65歳からの 
健康寿命 

 

健康寿命とは、日常的・継続的な介護を受けることなく、健康で⾃⽴した⽣活を送れる期間の
ことです。豊かな⼈⽣を送るためには、平均寿命※を延ばすこと以上に、健康寿命を延ばすことが
必要となります。⾝体の健康だけでなく、⽣きがいを持って⾃分らしい⽣活を送り⼼豊かに過ごすこ
とが、健康の保持には不可⽋です。 

健康寿命の延伸のためには、⽣活習慣病の予防が重要です。本市では、主な死亡原因として
国や県と同様悪性新⽣物の次に⼼疾患、肺炎、脳⾎管疾患が多くなっています。また、⼼疾患
等の原因として考えられる⾼⾎圧の割合は、国や県と⽐較して⾼くなっています。これらのことから、
本市では⾼⾎圧への対策が重要であり、各計画においても「⾼⾎圧対策」を念頭に置いて⽣活
習慣の改善等に取り組むことが必要です。 

 
 

  

ぴんぴんきらり 

～健康寿命 日本一を目指します～ 

⾼⾎圧に気をつけて︕ 
 

⾼⾎圧は、メタボリックシンドローム※をはじめ、急性心筋梗塞や脳梗塞等のあらゆる循環
器疾患※の危険因子です。⾼⾎圧の原因には、塩分の取りすぎのほか、肥満や飲酒、運動不
足、加齢等があります。 

日本におけるリスク要因別の関連死亡者数は、喫煙に
続き⾼⾎圧が 2 番目に多くなっていることからも⾼⾎圧
の予防はとても⼤切です。 

⾼⾎圧は自覚症状がほとんどなく自分で気がつかない
ことが多いため、毎日の⾎圧測定や、年に１度の健診受
診等により、健康状態を把握しましょう。また、塩分の
取りすぎに注意し、カリウムを多く含む野菜や果物の摂
取を心掛けるなど、生活の中で⾼⾎圧対策に取り組みま
しょう。 



基
本
的
な
考
え
⽅ 

 

44 
 

 ３ 基本理念 
健康づくりは、市⺠⼀⼈ひとりが「⾃分の健康は⾃分で守る」という意識を持ち、主体となって健

康づくりに取り組むことが必要です。⼀⽅で、個⼈の取組だけでは限界があり、家族や地域、地域
で活動する関係機関や団体など、社会全体が共に助け合いながら取組を進めていく必要がありま
す。 

また、健康づくりにはゴールがなく、⽣涯を通じて取組を継続する必要があるため、市⺠が継続し
やすい取組の提⽰や、継続的な⽀援ができるようにするための環境づくりにより、持続できるものと
することが⼤切です。 

これらのことから、本プランでは以下の3つを基本理念として、推進します。 
 

 

 

 

市⺠⼀⼈ひとりが⽣涯健康でいきいきと暮らすため、⾃らが主体となり、各ライフステージに応じ
た健康づくりに取り組みます。 

 

 

 

個⼈の健康づくりを⽀えるため、家族や地域、地域で活動する関係機関や団体など、社会全
体がともに助け合いながら取組を進めます。 

 

 

 

市⺠が⽣涯を通じて健康づくりを継続できるようにするため、それぞれの社会環境やニーズに応じ
た取組と環境づくりを推進します。 
  

地域で取り組む健康づくり 

持 続 で き る 健 康 づ く り

市 民 が 主 体 の 健 康 づ く り 
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 ４ 推進の⽅向性 
本プランの基本理念およびWHOのヘルスプロモーションの概念である「市⺠⼀⼈ひとりの知識や

技術の向上」「みんなの知恵と⼒を合わせる」「健康を⽀援する環境づくり」を踏まえ、以下のとおり
プランを推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヘルスプロモーションの概念図 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
  

市⺠一人ひとりの取組

環境整備で 
坂道を緩やかに

◆ライフステージに応じた健康づくり 

健康づくりの課題は、社会背景や⾝体状況の変化等によりライフステージごと
に異なります。市⺠一人ひとりが自分の年代の課題を自覚し、健康づくりを実践
することができるよう、ライフステージに応じた健康づくりを推進します。 

◆分野別の健康づくり 

健康づくりの分野は幅広く、また、各分野の課題は相互に関連しています。各
分野における課題を明確にした上で、具体的な指標や施策を整理し、各分野の取
組を推進します。 

◆関係機関等と連携した健康づくり 

健康づくりを推進するためには、市や地域、関係機関等が連携し、主体となる
市⺠を支援していくことが必要です。市⺠の健康づくりを社会全体で支援できる
よう体制を整備します。 

◆市民の健康を支えるための環境整備 

健康無関心層や働き世代など、健康づくりの取組が十分でない市⺠を支えるた
めのしくみが必要です。全ての市⺠が健康づくりに取り組みやすくするための環
境整備を推進します。 

◆関係機関等と連携した健康づくり 

◆健康を支えるための環境整備 

健康

市、地域、 
関係機関等 
の後押し 

【目指す姿】
ぴんぴんきらり
健康で輝く毎日

◆ライフステージに応じた健康づくり 
◆分野別の健康づくり 



基
本
的
な
考
え
⽅ 

 

46 
 

健康づくりで社会貢献︕ 
 

現在、わが国では医療費や介護費等の社会保障費が増加しており、今後少子⾼齢化が進む
中で、ますます公費（税⾦）の負担が増えていくことが懸念されています。 

しかし、みんなで健康づくりに取り組み、いつまでもぴんぴんきらりと元気でいることが
できれば、医療費や介護費を抑えることができます。 

自分自⾝の楽しい⽼後のため、そして社会のために、若いうちから健康づくりに取り組み
ましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

健康無関心層とは 
 

健康無関心層とは、健康に関する情報等に対して関心の低い人々のことを指します。 
特に働いている人や子育て中の⽅は、日々の生活に追われて自分自⾝の健康を顧みること

が難しく、健康無関心層と言われる⽅が多い傾向にあります。 
本市が平成 30 年度に実施した市⺠アンケート調査結果でも、働き世代や子育て世代は自

分自⾝の健康への関心が低い傾向にありました。この世代から健康づくりを意識し、取り組
み始めないと、年齢を重ねた後に生活習慣病等の病気を発症する危険性が⾼くなります。 

生活習慣病は、毎日のよい生活習慣の積み重ねにより予防
することができます。また、子育て中の⽅は、子どものよい
生活習慣の⾒本にもなります。 

若い頃からよい習慣を持ち、維持できるよう、自分自⾝の
生活を振り返ってみましょう。 


